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【目的】
軽度の初老期および老年期痴呆性疾患を対象として，機械的刺激による SER と聴性P300 を記録し刺激に対する大
脳の反応性を客観的に捉える SER と，事象に対する認知，情報処理機能を反映する P300成績の関連につき検討した。
これらの方法により，痴呆性疾患の病態生理学的特徴を明らかにするとともに，アルツハイマー型痴呆 (DAT) と脳血
管性痴呆 (CVD) の鑑別を含む診断的有用性につき検討した。
【方法】
対象は老年期痴呆43名 (DAT : 22 名， CVD: 21 名，平均 70.6歳)であり， 50歳以上の健康者 67名(平均 68.1 歳)
を対照群とした。 SER の記録は，私たちが独自に開発した機械的刺激を用いることにより得，聴性 P300 は Odd ball 
課題下で記録した。
【成績】
1) 健康対照群の SER の N3頂点潜時および聴性 P300 の P300 潜時は， 50 歳代に比べ， 60 歳代， 70 歳代， 80歳代で
有意に延長していた。一方， SER の早期成分である P2， N2 およびP300 の N100， P200潜時は，年齢の影響を受け
なかった。
2) 健康対照群において， SERの N3頂点潜時と年齢，および聴性P300 の P300潜時と年齢の聞には，正の相関が認め
られた。
3) 痴呆疾患群のSERでは， P3およびN3頂点潜時が健康対照群に比べ有意に延長していた。また，同群のP300では，
N200 およびP300 潜時が健康対照群に比べ有意に延長していた。
4) 痴呆疾患群で， SERの各頂点潜時の左右差につき検討すると， CVD の左右差は， N2, P3, N3 の各頂点、において健
康対照群より，また N3頂点においてDAT より大であった。
5) 痴呆疾患群で， SER の判定結果と P300 成績の関連につき検討すると，両指標とも異常を示すのは， DAT9 名，
DVD10名であり，両指標ともが正常であるのは DAT1 名に過ぎなかった。また，同群43名中 38名の高率 (88.4%) 
で， SER か P300 のどちらか，あるいは両神経生理学的検査指標において異常が認められた。
6) SER の N3頂点潜時と聴性P300 の P300潜時の相関につき検討すると，健康対照群では両潜時間に正の相関が認
められたのに対し， DAT およびCVD では相関がみられなかった。
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【総括】
痴呆性疾患群でSERや P300の頂点潜時が延長することについては多くの報告があるが， SER と P300成績をともに
検討することにより，痴呆性疾患の診断精度を上げることが可能になると考えられた。また， DAT と CVDを鑑別する
のには， SERの左右差を検討することが有用であると示唆された。さらに，健康者では，外来刺激に対する大脳の反応
性と認知・弁別などの情報処理機能が互いにバランスを保ちながら維持されているのに対し，軽度の痴呆疾患群では，
それらの機能の異常が同時に出現するのではなく，むしろどちらか一方の機能が先んじて障害されることが推測された。
論文審査の結果の要旨
痴呆疾患で，体性感覚誘発電位 (SER) や事象関連電位 (P300) の頂点潜時が延長することについては多くの報告
があるが， SER と P300成績の関連について検討した報告はみられない。本研究は， 50歳以上の健康者及びアルツハイ
マー型痴呆 (DAT)，脳血管性痴呆 (CVD) から SER と P300をともに記録しJ それらの成績の相関について検討した。
その結果，痴呆疾患群43名中 38名の高率 (88.4 %)で， SERか P300 のどちらかあるいは両指標に異常が認められ
た。また， SERの各頂点潜時の左右差を検討すると， N3頂点においてCVDがDAT より大であった。以上のことより，
両指標の成績を検討することにより，痴呆疾患の診断精度を上げることが可能で， DAT と CVDの鑑別には SERの左右
差を検討することが有用であると示唆された。さらに， SER の N3潜時と P300潜時の相関につき検討すると，健康者
では両潜時間に正の相関が認められたのに対し， DAT およびCVDでは相関がみられなかった。
これらの成績は，痴呆疾患の病態生理学的特徴について新たな知見を加えるとともに， DAT と CVD の鑑別診断に有
用であり，学位に値するものと考えられる。
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